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て見られる。また入沢（1953）も波板湖において水稲障

害について葉が黒褐色となって枯死することを報じてい

るが．本干拓地の症状とはその発生叛度において異なる

ように思われる。このことは従来の成紋は移植親塔によ

った結果であると思われ，本干拓地のように直播特に乾

田直体とは被害の出る時点での圃場の状態が，前者が湛

水であり，後者が乾田であることによる違いと思われ，こ

のことは．本干拓地でも湛水直稀では酸性障書の被害と

思われるものが少いことからも考えられる。このような

ことから本干拓地の乾田直播ではAl量が問題となり，

結局Yl値が酸性障害の発生と強い関係が生じたものと

思われる。またここに興味のある点は第3表の対照区に

とった実験農場の土はpHが3台に低下しているにもか

かあらず，易酸化性Sあるいは水溶性Sが少ないことで

ある。このことは実験農場のように干陣後3年も経過し

た土壌ではSがかなり流亡していることを示しており．

逆に考えれば干拓直後ではS含量がかなり多いこと，お

よび第4表に見られるように，（石膏の溶解度が割に高

いことからと考えられるが）施用石灰にかかわらず水溶

性のS03が減じないことから，干拓直後の土壌ではS

O3（或は過剰塩較）の薯があると考えられることであ

る。これら過剰塩頸あるいはFeS04の書については今

後追求して行きたいと考えるが，本報告ではとりあえず

竜田直播の発芽障害の土壌的原因は活性アルミであるこ

とを報告した。

強湿田（ヒ泥田）に対する客土効果の持続性に

関する研究

西　牧　政　巳・菅　野　義　息

（福島県農試）

1．ま　え　が　き

福島県の猪苗代湖周辺には，泥炭地土壌に属する水田

が約1，200九虎あるが，その内の約10％内外は湖水面との

落差が少なく，排水困難な強湿田となっている。

この種の1部の水田では．以前土地改良事業などで粘

土の客土工事が行なわれたが，年が経るにしたがって，

その効果が低下する傾向がみとめられた。

したがって，これらの水田での客土効果の持続性と再

客土の必要性を検討する目的で昭和38年より3カ年間，

現地試験を実施したので．その結果について報告する。

2．試　験　方　法

1．試験場所と圃場の性質

tlI　郡山市湖南町（猪苗代湖岸）湖岸沼沖殻の凹部の

強湿地帯にある水田で，その土壌断面形態は．全層泥炭

型に属する。すなわち表層（0～15cm）は可成り分解の

進んだ泥炭層でと泥化している。2層（15～60m）は表

層よりはやや分解のおくれた泥炭層となり，3層（60C椛

～）、は分解の進まない革炭層となる。層界は余り明瞭で

ない。

t2I　開田後年を経るにしたがって泥炭の分解が進み，

非常なぬかるみとなる。

13）本水田は作業困難であるはかりでなく．水稲の活

着不良，胡麻菓枯病多乳首～妓梗イモチ病も発生し易

く，「しがれ」も普通田より7～10日早く低収（30物／α）

である。

（4）原土容項の大部分は水分（重量で85～88％）で乾

土重は埴賀田の約％である。

はl化学的性質は埴質田と比較し，腐植，全窒素．燐

酸，塩基置換容量．乾土効果などは可成り多いが，有効

珪酸，マンガソなどは少ない。

2．試験区の構成

第2表に示したとおり，客土量はα当り1〝7，2〝7，

4〝㌔，1〝㌔毎年（計3㌔）の4段階を設け．施肥量は窒

素23％増施した。比較するため無客土区は2区設け，慣

行区と窒素23％増施区とした。使用粘土は石英安山岩風

化土で，その化学的性質は第3表のとおりである。

3．試　験　結　果

1．客人粘土の沈下状況

1作目から3作目まで各作刈塀後に粘土の沈下状況に
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第1表　試験地の土壌の性質（単位乾土100g当り）

第　2　表　　試験区の構成及び施肥量

客　土　量

名
区

昭38（ガ／α）

施肥成分量（軸／α）

堆 安

1無客土A区
2　　　ノダ　　B　区

3　客土1㌦区
4－〝　1㌔継続区
5　ノダ　2†㌔　区
6　ノダ　4　Ⅳ7　区
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注．1．客土量は1〝7＝1．6tonとし，実施　　　　　2．N成分量は無客土A区（慣行）に対し他は23％増施

3．保折育苗，フジミノリ，33×12e椚植付，1株5本植　4．1品継続区は昭39，40年も各々1〝タ／α客土する。

第　3　表　　客　土　材　の　性　質

第1国　土100cc中の土壌鉱物質の垂直分布

ついて調査した。調査方法は実容積測定用の100ee円筒

を用い，ピペット分析を行なって土壌鉱質物の垂直分布

として表示した。その結果は第1図のとおりである。

tlI l作後では，10～20C乱闘に客土量の約20～30％沈

下し，4㌦／α区ではさらに深く20～30C郡間に約10％位

沈下した。

12I　2作後では1〝㌔／α区が大部分10～20e託及び20～

30e乱闘に沈下し，2㌦／α区は約50％，4㌦／α区では約

30％程度2～3層に沈下している。1粛／α2年間継続

区ではその分布が作土では47㌔／α区と，10～20C庇間で

は27㌔／α区とほぼ同じであった。

（3）3作後では17㌔／α区は無客土と同じ位まで沈下

した。27㌔／α区は2作後に比し，作土で17％減少しそ

の分が2層で増加した。17㌔／α継続区，4㌔／α区も同

じ債向で作土の粘土が20～25％減少し2層がその分増加

した。

㈲1〝㌔／α継続．2〝7／α，47㌔／α区は2層の粘土

の増加に伴ない，やや硬い匪炭と粘土の混食層ができ，
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このため耕志機使用可能となり．作業面はもちろん水稲　　　tlI生育状況

の活着及び生乳収量にも好影響をもたらしたものと考　　客土後3作目でも客土区は草丈の伸長良好で・特に2

ぇられる。　　　　　　　　　　　　　　　　ガ／¢以上客土区の7月以降の伸長は大であった。生育

2．水稲の生育収量　　　　　　　　　　　　初期の茎数は無客土区及び3年継続区がわづかに優る慣

第4蓑　生　　育　　状　　況

生　　　　育 査

7月13日
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第5表　過去3年間の収量の変化

玄　　米　　収　　量　　比 玄　米　増　減　畳
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第6表　成熟期における養分吸収状況
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向がみられたが出穂期以降は無客土B区と大差がなかっ

た。穂長は草丈同様2〝P／¢以上客土区が1～2Cれ長大

やあった（第4表）。

（21収　量

二わら収量は27㌔／α以上客土区が1～2作とも可成り

の増加を示したが3年日はわづかな増加であった。玄米

収量は，17㌔／α区は初年日で可成りの効果を示したが

2～3作目では無客土Bとほぼ同じかやや優る程度であ

った。しかしその他の区は第5表のとおり各作ともに顕

著な増収効果を示した。収量構成要素をみると顕著な増

収を示した各区は，穂長，1穂首粒数，2次枝梗数の著

しい増加を示した（第4表）。

3．水稲の養分吸収状況

生育初期，中期における養分含有率についてみると．

特に2㌦／α当り以上客土区は．SiO2，MnOの含有が

多く，その増加量も客土量の多いものほと大であった。

また成熟期においても同じ便向がみられ，第6表にみら

れるように客土量に比例してSiO2，MnO，MgOの含

有率が増加した。吸収量も特にSiO2，K∠0，MgO，

MnOなどは客土の多いものほど増大したが，しかし1

㌦／α当り程度の少量では，その増加が2年目から認め

られなかった。

4．跡地土壌の理化学性の変化

容積当りの乾土重，灼熱択失量，水中沈定容積などは

客土に－より大きく一変化した。これに伴なって化学性も変

っているが，客土量に比例して大きく変化したものは，．

第　7　表　　跡地土壌の変化（覆土100g当り）

項

名
区

2　　一ク
1，900

1，760

3．客土1㌔区
1，860
1，840

4．〝　1品継続区
1，330
1，560

5．〝　2　㌦ 区

名
区
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腐乱T－N，CEC．置換性CaO・P205・Nの吸収

係数などが大きく減少し■一方酢酸緩衝液可溶SiO2及

びFr。。一F。203は2～3倍に，0・2N－Hcl可溶Mn

oは約5倍に増加した（第7表）。以上の理化学性の変

化は粘土客人の影響によるものと推察された。

4．む　　す　　び

泥炭地やこの種のと沢田の梶本的改良は暗渠排水とそ

の後の客土にあると思われるが・しかし湖水面との関係

で排水効果は余り期待出来ない。したがって現在でも排

水を行なわず強湿田状態のまま客土を実施しているのが

現況である。しかし少量では持続効果が少ない。

試験の結果からもこのことは明らかになった。すなわ

ち，客人粘土の沈下状汎2層での泥炭と粘土の混合層

の形成などからみて1Ⅳ7／¢程度の客土では特続効果は

余り期待できない。少なくとも27㌔／α以上客人するこ

とが望ましく，しかも毎年少量づつ客人するよりは・1

度に客人する方法が労力軋経済軋さらに水稲の培地

条件，すなわち理化学的改良に大きく役立ち・これが水

稲の生育，収量に顕著な効果をもたらし・可成りの持続

効果も期待できる○また耕転機などの使用も可能となり

農作業師こもたらす効果も大きいことが認められた。

深層追肥における土壌中Nの消長と水稲のN吸収経過

蜂ケ崎君男・斉藤　・辞・島田　晃堆

本　弘乗・三上　順義

（青森県農試）

1．ま　え　が　き

深層追肥に関する研究の一環として・生育相の特徴及

び収量構成要素の解析並びに着分吸収の面からの報告は

あるが．土壌中における養分の消長に関する報告は少な

い。そこで，基肥及び追肥の施用法を変えた場合の土壌

中におけるNの行動及び水稲のN吸収過程を調査し・深

層追肥稲の増収機構解明に関する資料を得ようとして－

1965年に実施した結果を報告する。

2．試　験　方　法

試験区の構成及び施肥量は第1表のとおりで・トソネ

ル式畑苗代により育苗した晶穐トワダを用い・1据当り

21．8株（30．3×15．15e花），1株2本椎で，1区207㌔の

4区制により，当場圃場において実施した0

第1表　試験区別及び施肥量（吻／10α）

下層基肥区の施肥法は，耕起後・作土の土を掘り上

げ．基肥として全量散布し，作土をもどして代捺した。

深層追肥は，11・2葉期（7月6日）に10％尿素液を4

株の中心．12cmの深さに潅注した。表層追肥は・深層追

肥と同じ時期に尿素を落水後散布し，土壌と軽く混和し

た。

3．試　験　帯　果

1．生育状況及び収量

処理条件に応じてそれぞれ特有の生育経過をたどり成

熟期を迎えたが，その最終的な生育状況と収量の結果を

示すと第2表のとおりである0

分けつ発生の初期における深層追肥区は・全層基肥区

より劣るが，下層基肥区に比べると良好な生育を示して

いる。穂数は各区ともほとんど差がないが，最高茎数は

全層基肥区が最も多く，深層追肥区は表層追肥及び下層

基肥区よりやや少なく，有効茎歩合では深層追肥区が最

も高い。

玄米収量は．全層基肥区と表層追肥区は同じ程度であ

り．深層追肥区は6・3％・下層基肥区は4・2％全層基肥

に比べ増収を示している。また千粒重では区間差が小さ

く，収量における差異は単位面瘡当り総親数及び登熟歩

合が最も影響しているものと考えられる。

2．土壌中のN勘－Nの消長


